
ＮＥＵＥＭＯＤＥＭＡＲＣＨＥＮ

●

５４

戸正三琴＃二雪ｉＬ‐〆－－重可= ・〆
ｚ, 〆ＪＲ ･ 翠＝ ~ 一痔

船

ﾛ

凶

甲Ｔ

匡日

Ｌ
■

、

陵骸



■

Ｉ

こ
の
頃
、
何
気
な
く
、
サ
ラ
リ
と
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
、
は
お
っ
て
着
て
い
る

感
覚
が
あ
る
。

単
品
の
組
合
せ
を
上
手
く
、
合
せ
て
、
少
し
ず
つ
色
は
違
っ
て
、
ア
ン
チ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
し
か
し
計
算
さ
れ
て
、
何
と
な
く
新
し
い
。
そ
ん
な
人
が
多

く
な
っ
た
。
あ
れ
こ
れ
、
ト
ラ
イ
し
て
、
今
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
を
過
ぎ
て
着
く
ず

ひ
と

し
の
美
し
さ
、
最
近
、
こ
ん
な
女
性
と
出
合
う
。
ヨ
レ
ッ
と
し
て
、
キ
マ
ッ
て

る
の
だ
。
髪
、
ベ
リ
ー
シ
ョ
ー
ト
で
、
涼
し
気
。

麻
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
こ
ん
な
表
情
で
大
人
っ
ぽ
く
、
で
れ
ん
と
き
め
た
い
。
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代
表
を
決
定
す
る
問
に
、
バ
ト
ン
、
ビ

Ｉ
ロ

五
月
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
，
爽
や
か
な
５
月
伯
日
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
中
心
に
、
刃
万
人
の
闇
墜
各
を
集

め
た
お
ま
つ
り
行
准
一
を
メ
イ
ン
に
、
今
年
の
”
神
戸
ま
つ
り
は
大
盛
況
だ
っ
た
。
５
月
Ⅲ
日
（
金
）
神
戸
文
化
●
大
ホ

ー
ル
で
催
』
さ
れ
た
ク
イ
ー
ン
神
戸
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
皮
切
り
に
、
同
夜
打
ち
上
げ
花
火
が
”
神
戸
の
空
に
．
旧

日
は
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
‐
中
心
に
港
の
パ
レ
ー
ド
や
．
市
内
各
８
区
で
住
民
参
加
に
よ
る
ま
つ
り
行
事
が
催
ぎ

れ
た
。
メ
イ
ン
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
陥
日
は
、
我
が
月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー
ム
も
加
わ
っ
た
印
団
体
に
よ

る
パ
レ
ー
ド
と
東
遊
園
地
で
は
、
お
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
京
町
筋
は
ち
び
っ
子
広
場
の
会
場
に
、

元
町
通
で
も
国
際
色
豊
か
な
パ
レ
ー
ド
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。

夕価

Ｐ

花
と
海
と
太
陽
の
祭
典
／
第
皿
回
神
戸
ま
つ
り

神
戸
っ
子
サ
ン
バ
で

華
や
か
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
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匿
:諦紬劇評

ス
ト
の
も
ん
た
＆
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
新
曲

「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
で
、
神
戸
を
い
つ
も
意
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見
事
に
栄
冠
を
克
ち
え
た
の
は
の
代
表
を
つ
と
め
た
益
田
和
子
さ
ん
か

東
灘
区
在
住
の
萩
原
令
子
さ
ん
ら
王
冠
を
う
け
た
。
萩
原
さ
ん
は
幻
歳

東
灘
区
在
住
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
美
女
。
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一
ル
が
今
年
も
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
盛
大

‘

年
の
代
表
ク
イ
ー
ン
に
選
ば
れ
、
昨
年

識
し
て
い
る
と
い
う
も
ん
た
が
故
郷
へ

族
舞
踊
、
ふ
る
さ
と
民
謡
、
カ
ナ
デ
ア

７
名
の
若
々
し
い
ク
イ
ー
ン
神
戸
の

び
も
の
ク
イ
ー
ン
神
戸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

そ
れ
が
興
奮
に
変
わ
る
。

れ
、
場
内
は
拍
手
や
た
め
息
、
や
が
て

お
嬢
さ
ん
と
国
際
都
市
神
戸
に
ふ
さ
わ

し
い
プ
リ
ン
セ
ス
神
戸
た
ち
が
披
露
さ

の
思
い
の
た
け
を
込
め
た
絶
唱
。

了 一・，

ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
コ
ー
ラ
ス
な
ど
、
次

に
開
催
さ
れ
た
。

の
手
に
１
１
１
中
央
パ
レ
ー
ド
前
日
の
呼

々
と
熱
演
が
披
露
さ
れ
る
。
圧
巻
は
ゲ

ユ
ー
グ
ル
バ
ン
ド
、
民
踊
、
中
国
の
民

審
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の
結
果
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’７月のお客さま
☆JU/"erl/isjreUr班：
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堀郁子さん
くシャンソン歌手〉

雛
出
畦

１
０
匿

官
、

パリ祭のコンサート
をま近にひかえ、大
はりきりの堀さん、
｢ 仕事がら､ フランス
にもよく行くけれど
こんなにおいしいと

一
貸
雪

召
配
】
■』

ヨー

画4 0 7 8 2 9 1 - 0 0 0 1 （内醗5 5 8
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屍

壁、

一再

トアロード・ＮＨＫ北隣念2 4 1 - 5 5 3 0 1 代
函

島

＝牽穿＝

Ｉ

謡

霞 鴬
喫茶ﾐ 束覗ﾐ として3 0 年知る人ぞ知る
主的存在。４川からシックで明るく
心優しい雰囲気にイメージチェンジ。

T E A L O U N G E T O A K O B E / 3 3 1 - 4 4 1 2

Ｔ/０／Ａ
トアロード・生田新道角壷3 3 1 - 4 4 1 2

若い封生に人気抜群のパンズセットはゴーヒ1 5 0 円にサービス

雲瑳｜’

亀
唾

亀

っすぐ伸びた街しい坂道の両側未の高級品を売トップ･ファッシうう需ティック、喫茶店、古き良しのばせるレス
ど神戸らしい店と並んでいる。

一望

亀』;ｉ1画
何か新しいことが起こりそうなカフ
ェテラス・リップル。少し気取りが
あって落ち着いた寛ぎのスペースに

と鯛洋ＬＥ
トアロード･ 神戸マリンビル1 Ｆ
冠3 3 1 - 2 3 4 5 8 A M ～1 O P M巳

彦餌
塾

一
画
圭
歩
』

迦可竜

?Ｉ異鷺

お兇合写真から結婚式まで、あなた
の幸せな時を思い出に残します。赤
い三角屋根のスタジオがＨ印です。

三宮写三豊ﾐ室

,ご訂,

霞
Ｈ

晦
比
丞

一
》
一
麺
一
一
一

職
患
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麹
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－屯

南北にま
路樹の美
には、舶
る店や、

識，生活を豊かにするのがファッション
だとの僕の信条から、オリジナルプ
レタを中心に品揃えして、お客様の
変身に努力しています。

園M;;|:I〈::i締
トアロード・下山手通３壷3 2 1 - 3 7 0 7

Ｑ魅力あ

認

二
言
季

蛎驚
くつろぎと憩いの場として親しまれ
て２年。各種たばこや喫煙具、たば
このキャラクター商品がいっぱい○

蕊
則

慰各種たばこ
喫煙具

■｡ 』,

中央区中山手通3 - 7 - 2 3念3 9 1 - 4 1 8 4

Ｎ

￥

諭
此
誠
渉
Ｉ

夢､ ロマンがあふれるファッション、イ
ンテリアが揃ったファンシーなお店○
佐々木麻こさんの版画をお部屋に。

ファッション＆インテリア

，n劃‘｡､｡‘ＣＲＩ《Ｏ
トアロード･中山手通3 - 1 - 2 0 壷3 2 1 - 6 3 5 0

Ｗ
り
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同
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肖
睡
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目
胃
、

」

魁、

優美なアンピースタイルは、ナポレ
オン時代の気品漂よう装飾様式。メ
ープル不二屋ならではのオリジナル。

砺かなものたけをお脈けするあなたのｲ ﾝ ﾃ ﾘ ｱ ｻ ﾛ ﾝ

窯 u J I Y A
トアロード・三宮町３－８－１３念3 9 1 - 0 5 3 5 ㈹

トアロード・冠3 3 2 - 2 3 2 5

Ｉま、神戸開港後、海けられた居留地と、野を結ぶ外人専用道られた道。北端の神邦のあるあたりに建アホテルに通じる道尋トァロート苧と呼ぶ二といわれる。

畷

建具金物・家具金物・装飾金物・家
庭金物何でも揃っています。貴方の
演出しだいでシャレたインテリアに．

謹
み

カギ屋金物店

ーー
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■
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却
一

I蕊謹

畷
ブレザーーのバゾエーションが数多い
本格的なトラディショナルシコップ
この夏はポロシャツもカラフルです. 。
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ﾄ アロード

MDIＤ
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識



猶

心

蕊
高級舶来雑貨を扱い、格調高い中に
も商品の楽しさが。ＢＡＬＬＹの靴
は男女用とも豊宮に揃っています。

靴と舶来雑貨

グロス
トアロード壷3 9 1 - 1 7 8 1 ㈹

=し，ａ 可

ＫＯＢＥファッションの草分けくヱ
スターニュートン> ･ 伊のリネンタッ
チとレコパンのファンシィニットが。

オートクチュール＆プテイコク

E s t l l e r N e w t o n
ヱスターニュートン

トアロード本店念3 3 1 - 1 8 1 8

鯵
’‐，

上質の素材に確かな技術が冴える。
オーダーの他コーディネイトできる
舶来雑貨も揃い本物志向派の洋服店

煙 『川
トアロード・北長狭通2 - 6 ~ ４念3 9 1 - 1 4 3 3

Ｉ１ｊＭ

’’

００

霞
萎
宝

－

職

眉Ｉ

｜

’

勤震）

兎

ＤＪ

&
Ｌ

艶
冴

？ ｅ

瞳試

に
'：
星

Ｌ０１Ｆ
ＦＴ則

両６

トアロード
岸沿いに設
山の手の北
路として造
戸外国倶楽
っていた卜
ということ‐
ようにな-つ７

『



ｑ 宝石・時計

膳
MII蝿

とミ象

カジュアル＆エレガントを蕪本にし
た神戸らしいブティック。ヤングか
らミセスまで、商姉構成も豊溢です。

ふ
ＬＡＤＩＥＳ･ ＷＥＡＲｋ唾ｏｓＡＫＡＴ隈Y Ｃ

KOBf

一 ､ ｝トアロード本店壷3 3 1 - 3 4 3 6

－Ｆにも新しく吹き抜け始めてレンディをファプテイックヵ群しゃれなカップ。ツビごンク崇コーストアロードは新ツションメッヵ フテッショナフールなゴールドジュエリ

一の数々と、人気のブランド時計が
ずらり。神ノ「らしいセンスがキラッ風

画材・額縁

』

禰毒藷董”

トアロード・大丸北念3 2 1 - 0 0 3 9 ㈹

１

大小様々な額縁が店内狭しと北んで
さながら小さな美術館。絵の材料な
ら何でも豊富に揃っています。
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爵罵亨一：
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茸

戸零

ﾄ アロード念3 9 1 - 0 0 6 1

ｒ
Ｊ

イ タリア製のシャレたランプ、花び
ん、侭き物など' に活空間を楽しく演
出するインテリア商舶がいっぱい。

河南工芸社
トアロード盃3 3 1 - 2 9 9 2 . 3 3 1 - 7 5 1 4

トアｐ
苦い風が
いる。ト
ッション
立し、お
ルのショ
に。今､や
しいフナ

ｒ

曲
腔
、
、
繊p棚iSta

ｌｮ

騨駄

麗
大正６年に1 M 店した、神戸の喫茶店
の草分け的存在。ゆったりとした店
内で寛ぎのひとときをお過し下さい。

『

べ
乗
一
面

雲蕊

夢のある楽しいブティックづくり
を１１桁しています。Ｍａｋｏｂｉｓの愛
らしいＴシャツの数々は人気上鼎中。

Ｆﾗﾑa-MqV卜矧-尾Ｅ

ファボオーレカンダ
トアロード恋3 2 1 - 6 5 0 8
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｢ 同じテニスコーチでも真黒と真白と対称的でしょう」
と笑う日焼けした大寺さんは、現在４００名を教えるプ
ロゴーチで、その的確な指導ぶりと美貌にファンが多
いそうだ。片や鷲尾さんは室内コートのコーチときい
て色白も納得。が、学生時代は同好会の試合で優勝の
経験もあり、中学からテニスー筋だ。アメリカまでテ
ニス留学しＵ､ Ｓ､ Ａ､ の指導資格も得た大寺さんは将来
イベントディレクターとしてキャリアを磨くのが夢で
もある｡ ｢ ラケット片手に、白球を追って、汗を流した
後のビールは最高. / 食欲も増進、お鮪が美味しい。
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